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海洋-大気系におけるインフラサウンド波の２段階増幅機構

A two-step amplification mechanism of infrasound waves in the
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　地震動に伴って大気中に音波（インフラサウンド波）が励起されて上方に伝搬する過程で、その振幅が増大

することは良く知られている。その増幅率は周期にもよるが、熱圏で凡そ104〜105倍程度と見積もられている

[Shinagawa et al., 2013; Maruyama and Shinagawa, 2014]。一方、海洋では周期10秒程度以下の地震動に対

しては海水の圧縮性が効いてきて、海底の震動によって急激な圧力変動が生じると音波として伝搬するた

め、震動周期によっては鉛直方向の共鳴現象が生じ、大きな海面変動が発生する可能性がある。これまでの理

論的研究では、水深数1000メートルの海洋では、音波共鳴による海面振動の大きさは最大で海底での振幅の

100倍程度と見積もられている [Williams and Guo, 1991; 泉宮他, 1996]。このことは、海洋での共鳴で増幅

された海面振動が大気中の音波となって大気圏を伝搬して行く過程で、熱圏領域では106〜107倍程度にも増幅

されることを示唆している。すなわち、海底でマイクロメートル程度の振幅の微震動でも超高層大気に入ると

メートルオーダー以上の鉛直振動となり、電離圏構造に何らかの変動を及ぼし得る可能性がある。本発表で

は、海洋の共鳴震動の音波が熱圏・電離圏にどのような影響を及ぼすかを考察し、その結果を報告する。 
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